
第４６３回 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  平成 23 年４月 19 日（火） 午後 1 時 30 分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6階大会議室 

 

３．委員総数   11 名 

出席委員   9 名 

委 員 長  清野 雅子 

副 委 員 長  千葉 幸長 

委   員  望月 善次 

委   員    福田 泰司 

委      員    坂本  修 

委   員  柴田 和子 

委   員  池田 克典 

            委   員  吉江 信博 

            委   員  平  英一 

欠席委員  2 名 

委   員  森本 雅司 

委   員  鈴木 正之 

 

社 側 出 席 者   矢後 勝洋（代表取締役社長） 

石井 修平（専務取締役） 

            阿部  孝夫 (常務取締役） 

菅野  智（営業局長） 

            淵沢 行則（報道制作局長） 

            遠藤 隆（報道制作局次長） 

            柴柳 二郎（報道制作局アナウンス部長） 

            梅沢 宏直（報道制作局５きげんテレビ部ｼﾆｱ･ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ） 

 

事 務 局      山信田 寧(編成技術局長） 

 畠  義真 (編成技術局編成部長） 

             平山 亜希子（編成技術局編成部主任） 

 

 

 

 



４．議  題  

１．３/１５（火）【３月１１日（金）東日本大震災発生】 

18：08～19：00 放送 

  東日本大地震ＮＮＮ報道特番ニュースｅｖｅｒｙ．（ローカルニュース部分） 

19：00～19：58 放送 

東日本大地震プラス１特報 

 

２．その他ご覧になった番組についてのご意見 

５．資  料 

   資料として以下のものを配布 

・ 視聴者からのご意見 

６. 議事の概要 

委員側意見 

・ 震災五日目のなまなましい状態で、震災の被害の大きさを感じるとともに、復興に

立ち向かう人々を感動を持ってみることができた。 

・ 今後の予定を情報として提供してほしかったし、情報と、取材したものの時間をそ

れぞれまとめてほしかった。 

・ 津波被害の衝撃的な映像に加え、地方のテレビ局だからできる情報、被災者

と視聴者をつなぐ番組として、良かったと思う。 

・ 前提として AC を放送する枠設定がいかがなものかと思いました。特に最初

のころはＣＭなしで放送するなどの配慮でしかるべき。 

・ 被災した地域からのビデオメッセージは避難所名簿の紹介とテレビでできる

いろんなことが考えられていた。安否が分からない人にとっては強力な援軍

となった。被災者、それに家族に役立つ情報を可能な限り伝えていくという

ことが伝わってきて使命感を持ってやっていたと思う。 

・ 物資の支援の仕方があの時点で今何ができるのかを望んでいたが、方法が分

からずその情報をもう少しほしかった。 

・ 広域的な大災害については、同じ地域のテレビ局間のネットワークをどう作るか、課

題ではないかと思う。 

・ 本来行政がなんらかの手段を講じればよいが、行政機能がすぐに立ち上がれ

ないということで、テレビがその機能を果たしたと思う。 

・ 報道特番で流れた内容が繰り返しの報道になり、どういうことだったのか説

明がほしい。 

・ ライフライン情報で電気、ガス、水道、通信回線の復旧見通しを少しでもい

いので触れてほしかった。 

・ Ｌ字情報で３月の連休あたりに、休日当番医はそれより前の当番医の情報が

流れてしまっていたので、終わった情報は削除してほしいと思った。 



テレビ岩手側意見 

・ 取材、中継で、過去の地震、阪神大震災の教訓を生かしてやるべきことがで

きた。広範囲で長期の間、災害報道をするということで、幸いＮＴＶ系列２

０社ぐらい、毎日３０人から５０人の応援スタッフを受けて報道ができた。 

・ ニュースは災害状況、５きげんテレビは避難所メッセージ、個人的な情報と

すみわけした。 

・ ＡＣの広告については、一般のＣＭに不都合があったとき差し替え用として

使用しているもので、これだけ長期間、すべて差し替えということを想定し

ていなかった。 

・ 種類は多くなかったので、ふさわしくない内容もあり、一般のＣＭが復活す

るまで視聴者対応等で難しいところだった。 

・ 最初のころはＣＭなしでやっていたが、日本テレビは 14 日にＣＭが復活し、

そのあともローカル編成の番組についてはＣＭなしで放送した。 

・ 被災地に迷惑をかけないようにして継続的に取材をやらないといけないので、

そういう意味ではうまくいったが現場は大変だったようだ。 

・ 災害報道は地上波の最大の役割であることを再認識した。 

７．審議内容 

   別載のとおり 

 

８．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

 特記事項はないが、関連部署に議事録を配布するなど関係者に審議の内容を伝えた。 

 

９．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、方法及び

年月日 

・ 自社制作番組「あなたと歩むテレビ岩手」 

平成 23 年４月２６日(火)午前 11 時 45 分～11 時 52 分放送）で、審議の概要を放送。 

・支社・支局に議事録を設置 

・当社のインターネットのホームページで議事録を公開 

 


